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概要　近 年 IUD の 普 及 に 伴 い 多数 の 研究報告 を 見 る が
， 形 態 や 大 さ を 異に し た 器 具 に つ い て 長 期 間系統 的 に

比 較 検 討 し た 報 告 は 少 い の で ，挿 入 時頚管拡張 の 有 無 及 び尾 部 の 存否 の 点 で 異 な る 太 田 リ ン グ と Lippes　LoOP ．

B 及 び C と を使 用 し て ，臨床成 績 及 び 作 用 機 序の 一端 を 考 察 し て，次 の 結果 を 得 た．

　 1）器 具 使用 年 令 は，3Q〜34才 が最 も 多 く
， 妊娠 回 数 は 3 回，分 娩 回数 は 2 回 の もの に 使 用 頻度 が最 大 で あ

つ た ．

　2 ）器 具 挿 入 直後及 び 使 用 巾 の 副 作用 と し て の 出血傾向は ，リ ソ グ よ り 「oop の 方に 多 く，疼 痛 の 訴 え に は

差が な い ．合 併 障害 は 主 と し て 1年 以 内 に 留 ま り
，

以 後 は 急 減 す る．

　3 ） 器 具 脱 出 率 は ，若 い 年 代 に 多 く， リ ン グ と Loop とで 有 意 差 が あ り Loop が 高率 で あ る．妊娠率 と 除 去

率 は ， 特 に 差 を 認め な い ．

　4 ）器 具 挿入 例 の 子 宮 内膜 は，31．2％ に 異 常所 見 を 認 る が，特 に 病 的 障害 を 発 す る よ うな変化 で は な く， ま

た 使 用 年数の 増 加 に 伴 っ て 異常 所見 が 増加 す る こ とは な い ．

　5） リ ン グ 例 144例 に 造影法 で 子 宮腔 内 リ ン グ の 位 置 を 確 認 し た 結 果，位 置形態 の 異 常 例 tC 明 ら か に 有 訴率

の 高 い こ とを 認 め た ．

　6） 器 具 除去 後 1年 以 内 に 85．3± 7．5％ の 高 率 に 妊娠 の 成 立 を認 め ，除 去後 は 充分 に 妊孕 力 が保持 され て い

る．除去後 の 妊娠経過 も轉 に 異 常 を認 め な カ・つ た．

　7 ）作 用 機 序考 察 の た め ，長期使 用 3例 に つ い て，2 月 経 周 期 間，諸 ホ ル モ ン 定量 を 行 つ て 卵巣機能 を 検討

し た が ・ 1例 に P・egnanedi ・1の や や 低 値 を み た 以 外 BBT
， 排卵等 皆 正 常 で あ つ た ．次 に 4羽 の 家 兎 を用 い ，

一
側 子 宮角 に 異物 とし て 1c 皿長 の ポ リ ＝ チ レ ン 俸 を挿 入 し ，日 本 光電 製 作 の 脳波 計 に て ，子宮角，卵 管 の 運 動

を 検 し た と ・ ろ・挿入 側 で 3分働 ・30秒 ｝・ 1回 ， 150”V 相当の 単一運 動 を み た が 反 対 側 で は 僻 運 動 の 様 な

変化 を 認 め られ な か つ た．こ れ よ 磯 序 考察 矚 醸 化 よ り 購 的 醸 化 に 求 め られ る．

　　　　　　　　　 緒　　言

　子宮内器 具 に よ る 避妊 の 歴 史 は 古 く ，
Pust

（1923）に始 り ， わが国で も太田 （1934） の研究

が歴史的 に 名高 い ，近年そ の 価値が再認識 され ，

IUD と呼ばれ世界的に 広 く普及 され ，数多 くの

研究や症例 の 報告が み られ る よ うに な っ た ．しか

し そ の 作用機序に 関 し て は 依然 と して 不明の 点が

多 く ， 完全な解明をみ て い な い 。生体の 中に 入 れ

られ た器具が ，身体に 対 し て 異 物と し て 働 く作用

が皆無で あ りえ な い こ とは 当然なが ら ，
こ の 異物

が人 の 自然 の 摂理 を阻む医 学的手段 と して普及 さ

れ 問題とされ る こ とは
， 非常に 興味深 い もの が あ

る．今 回形態や大 きさが異な る 3種 の器具を用 い

て
， 長期間系統的に 観察を行な い 一部そ の 作用機

序に 関 して も知見を得た の で 報告す る．

　　　　　　 研究対象及び研究方法

　1964年 4 月 よ り1969年 4 月 まで の 間 ， 避妊を希

望す る婦人 （18才〜48才）に 対 し
， 医学的に 異常
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所見の無い こ とを確認 し た後 IUD と して
， 太田

リ ン グ及び LipPes　Loop．　 B
，
C （図 1） を挿入 し，

経過を所定の 調査用紙に 記載 し て観察及び検査を

続けた ．

　1）　臨床的一般検索

　使用器具別に 2 年以上継続使用例 2GO例を得 る

こ と を 目標 と した結果 ， 太田 リ ン グ298例，Loop・

B390 例，　Loop．　C　378例 ， 計 1，066例 に 挿入 を

行な つ た が ， 観察出来た の は 1 ，049例で
，

リ ソ グ

8，325 婦人月 ，
Loop．　 B　9，587婦人月 ，Loop ．　 C

9，132婦人月 と 計27 ，044婦人月 の 観察を行 な い

得た ．器具 は原則的に 月経開始 7 〜10 日 目に 挿入

（リ ソ グ 235例 ，Loop・ B289 例 ，　 Loop・C335

例） したが ，

一部流産後 （リ ソ グ49例 ，
Loop ．　 B

64例 ，
Loop・C33 例）及び分娩後 （リ ソ グ 14例 ，

Loop・B37 例 ，　Loop ．　C　10例）に も挿入 した ．挿

入後は 定期的に来院 さ せ
一
般的診察を行な う他 ，

必要に 応 じて 腟 ス メ ア ，頚管粘液pH，子宮内膜生

検 ， 子宮腔内細菌検出を 行な つ た．子宮内膜所見

に 関して は ， 今回 の 所見 183例 の 他に も生 検し得

た もの を加え 394例 に 就 い て検討 し た ．

　子宮腔内の リ ソ グ の 適正位の 検討 に 関し て は ，

1968年 10月以後の リ ソ グ初回利用例に対 し （144

例），挿入後 1 ヵ 月 と12カ月 目に 子宮卵管造影法に

準 じ造影を行な っ た結果に よ り位置変化 と有訴率

の 関連を考察 し た ．

　 除去後 の 妊娠の 可能性は
， 妊娠希望で 器具 を除

去 した 80例に 就 い て観察 し た．

日 産 婦 誌 25巻 1 号

　器具 の 自然脱 出，妊 娠 （挿入 中の ），除去 の 率等

は
，
Tietze （1965） の 累積率 （Cumulative　Rats）

の 算出法 に よ り示 した．

　2） 作用機序に 関連す る検索

　子宮及び卵管の 運動変化に 関連して
， 体重 3  

以上 の 家兎 4 羽 を 用 い ，
一

側子宮角内に 径約 1

  ， 長 さ 1c 皿の ポ リ エ チ レ ン捧を挿入 し，両側子

宮角及び 卵管の 運動を見た ．装置は 日本光電製作

9 チ ャ ン ネ ル の E．E ．G．を用い ，下腹部正 中切開

し腹腔外に 露出した家兎 の 子宮角 ， 卵管に脳 波計

測用針電極を刺 し
， 出力 200μV が 5   振 巾を と

る様 に 装置し て 記録 し た ．挿入前及び挿入後にわ

けて記録 し た ．

　次に IUD 長期使用 の 3例 （4 年10カ月， 5 年

9 カ 月 ，
8 年 2 カ月使用） に っ い て ， 2 月経周

期 の 間 BBT を 記録させ
，

か つ 尿巾 FSH
，　

LH
，

Pregnanediol
，

17．Ketosteroids
，

17．Hydroxycorti．

costeroid の 連続定量を24時間尿に よ り行なっ た．

　　　　　　　　　研究結果

　1
，
066例 の 器具使用婦人 の年令は ，表 1 に 示す

よ うに 30〜34才に最 も多く，以下25〜29才 ，
35〜

39才 ，
24才以下，そ して 40才以上の 順で ある．更

表 1　 子 宮 内器 具 の 種 類 と年 令 区 分

還
9一
412

〜

〜
　

20

Ring

25〜2930

〜3435
〜3940
〜

Total

2784997018298

LoOP．　B

1291101289725390

1・00P ．　C 　Total

361201365927378

192314363226701066

に こ れ等 の 妊娠 ・分娩回数は ，
い ずれ の 器具 の場

合 も同じ傾 向を示 し，妊娠 回数 3 回 ， 分娩回数 2

回 に挿入 を 希望す る もの の ピ ーク がみ られた．

　1． 挿入直後及び使用中の 副作用

　挿入時副作用 の 主 な もの は ， 出血 と疼痛 で あ

る．強度の 副作用 の た め ，器具を除去 し使用不可

能に な つ た もの を 除い て 挿入直後の 出血 と疼痛の

訴 え の 頻度を示す と，表 2 の よ うで ある． どの
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表 2　 子 宮 内器 具 挿入 時副 作 用 （出 血 及 び 疼痛）

　　 （創作 用 強 く器 具 を 除 去 し た 例 を 除 く）

の

挿
期

具
と

時

器

型
入

Ring

月経 後

流産後

分 娩後

計

Loop．　B

月経 後

流 産 後

分 娩 後

著

LoOP，　C

月経後

流産後

分娩後

計

使 用 数

2324814294

2846237383

330339372

　　　　　　 出　　　 血

主 訴数

嬲 論 1錮 ・ 計

92　 　 4014−
56

蒲

112蕊

18526一一
ラ

　 29

「

「

軛

63菊

7tlTt239
　 　 80

碼19613−
4

　 5

π214

万
コ
　 92

蕊
73− −
6

諭

　 16

而

　 1

コ

駆

丐
％
　 46

　 14
「

「

韮

22

　 0

コ

］

　 4

「
　 14

　 11

『

「

蕊

87106103

1802626232

188135206

疼

痛

216229

477761

415046

器具の 場合 も流産後 の 挿入 で は訴 えが少な い ．ま

た 器具別に み る と ， リ ン グ 112例 （38 ．1％），
Loop．

B239 例 （62，4％），Loop．　C　214例 （57 ．5％e ）で
，

リ ン グが最も訴え が少ない ．出血 は リ ン グ例 35．5

％ ，
Leop．　 B 例 60．6％ ，

　 Loop．　C 例55．4％で リ ン

グ例に少な く ， 大体 2 〜 3 日の 出血 が多い ．疼痛

で は リ ン グ例 9．9％ ，
LooP・B 例 15．9％，　 Loop・

C 例 12．4％で Loop．　 B に 多 くみ られた ．

　挿入 中 の 副作用 として は ， 月経異常 （暈 の 増

減 ， 期間 の 長短 ， 月経困難症の 出現），不正出血 ，

帯下の増量 ， 疼痛 ， 炎症等が主 で ある．過多月経

Ot　Loop・B に 多 く，更に過長月経，月経困難症 ，

不正出血 ，帯下 ，疼痛共 に Lo 。p．　 B ， リ ン グ ，

Leop．　C の順に 減少 して い る．炎症は何れ も O．3

〜 0 ．4％で差 がな か つ た．之等の 訴 えは皆挿入 3

カ 月迄に 多 く， 以後は 次第に 減少し∫特に 1年以

後は急減す る ．

　2， 自然脱出，
妊娠

， 除去 ，
保有率

　副作用の一連 とし て ， 器具の脱 出転移 ， 器具使

用中の 妊娠 ， 出血 ・疼痛等の 障害に よ る器具 の 除

去が ある．之等はそ の 使用を 中断する為 ，同時に

器具の効用率その もの の判断の為に必要な観点 で

もある ．

　自然脱出及 び 妊娠率は ， 表 3 に 示す ご と くで

1 ヵ 月後の 脱出率は挿入 100に対 し リ ソ グ 1．1±

0．6，Loop．　B　4．1± 1．0，1・oop 。　C　2．3± 0．8，

1年後 で は リ ン グ 4．9± 1．3 ，
Loop ．　 B　 12．9士

1．9，
1・oop ・C9 ．9± 1．8とな り，Loop よ りは リ

ン グ，LOOP・B よ りは Loop・C が低率を示 して

い る．妊娠率は 1 年後 ，
リ ン グ 3．5土 1．2

，
Loop．

B3 ．6± 1．2，　 Loop．　C　4．6：辷 1．2， 2年後 ，
リ ン

グ 4．5士 1．4
，
Loop．　B　6．3± 1．5，

　 Loop ・C6 ．4

± 1．5 とな り器具に よ る差 は余 りみ られな い ． こ

の場合 も挿入後 1年を経過す る と急減 し
，

2 年以

後 は殆ん ど起 らな い （図 2 ）．表 4 は脱 出率を 年代

別に 比較 した もの で ，L ・・p・B で は20才代22 ．9 ，

30才代 8 ．0， 40才代 O．O とな り20才代に 高率 とな

る が ， リ ン グ に も同様 の こ とが い え る．Loop．　 C

で は余 り差がな か っ た ．

　 障害 （医学的理 由）に よ る抜去は ， 表 5 ， 図 3

に 示す ご とくで 挿入 100に 対 し， 1 年後 リ ン グ

表 3 　 リ ソ グ 及 び ル
ー

ヅ の 脱 出 ・妊娠率 （累 積率）

脱　　　　　　　　 出 妊　　　　　　　 娠
使 　 用

月　数
…　 　   ・ ・ 1 聊 C R ぬ9 瞬 ・ i 瞬 C

1 1。1± 0，64 ，1± 1．02 ．3± 0．80 o 0

3 1．8± 0．86 ．6 5．5 L1 ± 0．60 ．6 0．9

6 2．9± 1．09 ．5 6．8 2．3 1．2 2，2

12 4．9± 1．312 ．9± L97 ．7± 1．53 ．5± 1．23 ．6± 12 4．6± 1．2

18 4．9土 1．316 ．6 9，5 4．0 5．9 6．4

24 4．9± 1．417 ．4± 23 9 ．9± L84 ．5± 1．46 ．3± L56 ．4± 1．5

36 4．9ゴ： 1．517 ．8：辷 2．59 ．9土 1．96 ，6± 1．86 ．8士 1．66 ．4± 1．6
48 4．9± 1。621 ．7 9 ．9± 2．07 ，4 6 ，8± 1．76 ．4± 1．7
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図 2 　Cumulative　Rates　 of 　Expulsion　 and

　　 Pregnancy
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表 4　 リ ン グ お よ び ル
ー

プ の 挿 入 後48ヵ 月 間 の

　　 年代別 脱出率

　　　 　Ring
使 用

臘

圃 ・。 ・・

　1　11．8「σ：6　　0− 1−
［
−

　 3　 3，7　 　 　 　 0．6　 　 　 　 　 　 　 0

6一
12

一5・68
．71

．3

Lood ．　 B

・・ 3・ ［・・
5．9　 　 3．1　 　 　 　 　 0

11．5

　 0　 　 15，6

　 0122 ．9−
6127．1

4．17

．08

．011

．3

Loop．　C

18248 ．78

．7

一艶一Ls． 74818
．7

2．72

，72

．72

・712

．71

028 、4030

，2035

，2

11．811

．815

．9

・。1・・ 4。

2 ．0

8．6士　1．8 ，
1・oQp ・Bg ，7±　1．7，

　 LooP．　 C　10．3

士 L7
，

2 年後は それ ぞれ
，
11．9士 2 ・2，11．7±

1．9， 12．8± 2．0 とな り 2年 目 の 抜去率の 増加

は
，

1年 目に 比 し て か な り減少す る．障害 の 程度

に は限定 された基準は な い が ， 性器 出血 と疼痛が

大部分で あ り ， 臨床的治療上 の見解に 従 つ て 除去

し た も の の み で ある．年令的差別は特に 認め ら れ

な か つ た ．全 く個人的希望 に よ つ て抜去 した もの

は
， 表 5 の 様に 2 年以後に 急増 し て い る．本研究

に 於 い て は 中止例 564 例中 281例 （49．8％）が こ
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の 希望 に よ る もの で あつ た．

　以上 の 中止 例か ら各器 具 の 3 年間 の 保有率を示

し た も の が ，表 6 で
，

1年後は リン グ74，6，
Loop ．

B69 ．3，　 LoOP・C72 ．9 とな り， 2 年後は それぞれ

56．4 ，
53．5， 56．2で大体同率である． 年代別で

図 3　 Cumulat三vc 　Rates　of 　Removal 　by　Medica 玉
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表 5　 リ ン グ 及 び ル
ー

プ の 除 去 率 （累 積率 ）

使　用

E 　 数

1361218243648

　Ring4

，6士 1．2

医 学 的 理 由 除 去 個

巨 ・…　 11・00P ．　C Ring

5．36

．78
．6± 1．8

9．911
．9± 　2 ，2

12．5± 　2 ，4

14．2

4．6± Ll

5．87

．89
．7± 1．7

10．411

．7ゴ：　1．9

13．2：±： 2．2

14万

6．5± L30 ．7± O ．5

個 人 的 理 由 除 去

1 … P・・ 1 … P・・

　 　 0，3ヨヒ 0．3　　　 0．6± 0，4

7 。9 1．4

9．1 2．2

10．3± 　1．79 ．6± 1．9

12．0 正8．0

12．8ヨ： 2．0　　 26．3」： 2 ，9
14，4± 2．3　　　38．7ゴ： 3．5

14．4 43．8

o．9 o．9

0，96

，1± 1．4

11．918
．9± 2．4

35．5土 3．1
52，0

1．55

．3± 1．3

5．315
．1」：　2．2
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表 6　 子 宮 内器 具 残 存 率

13691218243036

図 4　年 代 別 Ring 保有率

1　 ・1・ ・

　 　 93．690

，886
．282

．074

．665

．856

．444

，839

．2

晦 ・ 1… P・・C

gO，1　 　 　 　 　 　 90．1

85．68e
．474

．669

．359

．853

．544
．135

．0

84．680

．677
．772

，965

．156

．544
．429

．5

は当然そ の 使用 目的を反映 して ，ど の 器具 の 場合

も，40才代 ，30才代 ，
20才代の順位を示 した．図

4 は リ ン グ例で そ の 変化 を示 し た もの で あるが ，

半減の 期間を考え る と ， 20代は 2 年間 ，30代 3 年

聞，40代は 3 年以上 とみ る こ とが 出来る．

　3． 子宮内膜変化

　腟ス メ ァ
， 子宮頚管粘液 の 蝌値 ， 子宮腔内細菌

検出 （5 例実施） は
，

い ずれ も正 常所見 で 特記す

べ き異常 はみ られ なか っ た． 子宮内膜組織所見

は ， 表 7 に 示すご とく 4年以上 の 長期使用者 71例

を含む 394例 の 観察で 異常所見は 31，2％に み られ

　 　
繭

　rrlonths　sln〔of ．rs亡　i［30r†lon

訴

1；：
：：

　 4P

、
し

ρ
」

2（）

OI

た ．即ち 炎症性細胞 浸潤21 ．6％ ， 出血16．e％o ， 浮

腫 10．2％， 過増殖 4 ．8％ ， 線維化 8．8％， 充血

3 ．0％な どが主 な もの で ， い ずれも悪性変化を示

す もの は なか つ た ． 4 年以上 に わ た る長期使用者

で も ， 異常を認め た もの の 率に は 有意差 を認め な

か つ た が
，

た だ過増殖 ， 線維化及び 萎縮 の 出現は

衷 7　 Endometria1　 Findings　 of 　Intrauterine　Device　Users

No．　 of　 women
幽

NormalAbnormal

Pathologic　findings
　Infiammatory　 cell

　 in丘且tration

Hyperplasia
Metaplasia

Fibrin　 exudation

Bleeding

EdemaFibrosisCongestiGn

Duratien　 of 　 Use　 in　 Years

0 − 2

No， ％
＊

16511451

3431

門
O251346

Atrophy 1

69．130
．9

20．61

．80

．63

．015

．27

．92
．43

．6O

．6

2 − 4

No． ％

15811246

32102225

70．929

．1

20．36
．3†

1．31

．315
．8

Over　4

No 。 ％

17

714526

1960313

10．6 10

63．436
．6

26．88

．5†

4．218

．丁
一

Total

No． ％

835 5．11

．93

．2

734

394271123

85193

正063

14．1　 　 　 　 40

9，9＋ 1　 19　　 i4

．21 　 12

5 ．6＋ 1　 10

68．831

．2

21．64
，80

．82
．5

工6．010
．24

．83
．02

．5
＊ Percentage　for　number 　 of　 women 　 we 　 ebserved ．

†Significant　increase　compared 　with 　the　 users 　under 　two 　years．
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表 8 　 リ ン グ 位置 に よ る 有訴率

正 常

衷 9　除去 後 の 妊娠 （使用 期 間 別 ）

陵 類
．［例 数 1鰡 ・ 飄

異常

AB

子宮下 部

頚 管 内

変　　 形

1

？：挿 隊｝35

57

　　 142

4
尸
Ol10

28．0％

71．4％

使 用綱 妊 娠 （・）1孅 （一）i ・

エ〜11　　　10　（90．9）

12〜2324

〜3529

　（90，6）

23　（92．0）

1・・

1

32

6

11322568

X2＝ 8 ．952 　d．f＝1　 P ＜0．01

図 5　 妊 娠 希 望 で 器 具 抜 去後 の 累積妊 娠 率
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π10nth ＄ Slnce　petncりal

　

18　　　 24

2 年以内の 使用者に 比 し て 有意に 多か っ た ．

　4 ． 子宮造影検査所見

　リ ン グ 144例 中 分類 不 能例 5 例を除 ぎ 139例

で ，正 常位 A （正常位中 リ ン グ が子宮底に 接触 し

て い る）が 109例 と最 も多 く， 正常位 B （正常位

で あ るが リ ソ グ が子宮底に 接触し て い な い ）が 16

例 ， 頚管内下降 7例 ，子宮下部下降 5 例 ， 変形 が

2 例認め られ た ．之等に 関 して 有訴率を見る と ，

表 8 に 示 す通 りで 正常群で は 125例中35例 （28．0

％）に 訴えがあ り， 異常群で は 71．4％に あ り， 1

％の 危険率で 異常群 に有意 に 訴え の 出現が多 い ．

　 5． 妊娠希望除去後 の 妊娠 の 成立

　希望除去80例巾観察 し得た 68例 で
，

2 年以内に

妊娠 した の は 62例 で あつ た．図 5 に 示 す よ うに 除

去後 1 カ 月 以内に ，55．9土 6．Oが妊娠 ，
6 ヵ 月以

内で は
，
79 ．4± 7．5，12ヵ 月 で は 85．3士 7．5

，
2

年後で は ，912 ± 7．6で 妊娠 を み た ．表 9 は 希望

抜去 ま で の 挿入期間別の 妊娠を み た もの で
，
11カ

月以内 の 使用例で は 11例中10例 ， 12〜23 ヵ月間で

は 32例中29例 ，
24〜35カ月間で は 25例中23例が妊

娠 し て い て ， 特に差 は認め られ ない ．同様に 之を

年令別 ， 経産回数別 で み た場合も特に 差を認め な

か つ た．

　6 ． 作用機序に 関す る基礎的，臨床的研究

　長期使用 3 例に っ い て 行なつ た B．B．T と， 24

時間尿に よ る ホ ル モ ン 定量 の 結果 で は ， 全例正常

排卵を 示す BBT 変化を示 し，ホ ル モ ン 定量値も

1例に や や Pregnanediol の低値 が見 られただけ

で FSH
，
1．H

，
17．KS

，
17−OHCS な どの 値に は 全

く変化を認めな か っ た，

　次 に家兎で ポ リエ チ レ ソ棒挿入前に ， 子宮角並

び に 卵管の 運動を 約 15分間測 定 し た とこ ろ 4 例 と

も殆 ん ど運動を認め られなか っ た が，
一

側の 子宮

角に ポ リ エ チ レ ン棒を 挿入 し て 3 分後に は ， 挿入

側子宮角部で
， 30秒に 1 匿1約 150μV 程度 の単

一

運動が出現 した ．さ らに そ の 後 5 分30秒を経過 し

て
， 挿入側 の 卵管に 同様 の 運動が発生 した 。引続

い て 10分後 ， 反対側子宮角に 挿入側同様 の 切開を

加えた が
， 子宮角 ， 卵管に は 何ら運動の 発生 がみ

られ な か つ た．

　　　　　　　　　考　　案

　古 くか ら IUD に 関す る研究報告は ， 多種多様

に な されて い るが ， わが 国では人それぞ れ の見解

の 相違か ら，永 くそ の 実用化の 賛否両論が定 ま ら

ず ，最近 よ うや く日本産科婦人科学会の 統一見解

が発表され た．しか しそ の 作用機序に つ い て は ，

な お 推定 の 域を 出て い ない ．私は 未知を きわ め た

い と欲す る心 と共に ，
IUD を手に す るたび に 不

可解な働 きを示 す小器具 に 驚歎 し っ つ ， 1，049例

の リ ン グ と Loop の 比較か ら得 られた 知見を考案

す る．
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　1959年石浜 と Oppenheimer の 報告以来再認識

され ， 世界の 家族計画の 遂行の
一端 と し て 脚光 を

浴 びた IUD は
， 容易に 使用出来て 安全で あ り，

充分有効で ある こ とが望まれ る．簡単な使用 とい

い なが ら ， 中に は重篤な状態に 陥 り， 生命 に 危険

を起した例 の 報告もある　（栗原 ら （1943 ），植田

（1952），馬淵 （1949），石 浜 （1957）な ど）．それ ら

の 多くの 報告は ，挿入技術 の 劣悪や ， 慎重な注意

の 欠如が ， 障害の 大きな原因 とな つ て い る の を考

え て み る こ とは大切で あろ う．目本産科婦人科学

会 IUD 調査委員会の 答申 （1971）に も指摘され

て い る様 に ，使用者は専門家 の手に委ねて ，充分

な理 解の もとに 管理 さ れる こ とが必要で あろ う，

そ れと共 に 出来 る だ け効果が高く，か っ 副作用の

少な い 器具 の 材質や ，形状を求め る こ とも大切

で ， 現在そ の 為 の 研究が盛ん に 行なわ れて い る。

器具の挿入を簡便に す る為には ， 頚管を開大せ ず

に 細管状 の 挿入器 （図 1 ）を使 つ て 器具 を 挿入

し ， 子宮内で 器具が正 し い 形 を整 える よ うに 工夫

する こ とが望ま しい ．

　私共 は之等の 観点よ り， 形態変化が あ り ， 非常

に 特徴を異に す る太田 リ ン グ と Lippes 　 Loop と

の 効果や副作用を比較す る こ とに よ つ て
， 将来 の

器具 の 改良に 役立 たせ よ うと試み た ．

　 とこ ろで 生体内 に 異物を挿入す る た め
， 大な

り ， 小な りの 副作用 の 発現は避 けられない と考 え

られるが ，挿入時出血に対 しては ， 田中 （1954），

広川 （1957）， 下村 （1958）， 村 田 （1961）等は
，

3 〜 7 日位の 出血 が ある こ とを述べ て い る し ， ま

た 多数の 人が ， 正常に器具が挿入 された として も

数 目の 出血 が起 る こ とを認め て お り，
WHO の 報

告 （1966） や 国際家族計画連盟 （1972） で も挿

入直後に 起 るあ る程度の 出血 は 当 り前の もの で あ

り， 使用者に は当然の 事とい っ て 安心 さ せ るべ き

だ と述べ て い る。私共 の 結果で は 直後出血 を み る

の は全体と して リ ソ グ例に 少なか つ た が
，

これは

形態的な差 ， 殊に 頚管内に 存在す る附着物の な い

こ とに よ る もの と考 え られ る 。出血 そ の も の に 対

して は ， 当然使用す る人そ れぞれ の 感じ方に も差

が あるとい い 得 るが ，こ の こ とは 時期的に 流産後

7

に 挿入 した例で は ，
リ ン グ及び Loop を通 じて訴

えが少なか つ た こ とか らも推察され る．

　挿入時及び以後の 疼痛 の 訴え に は 当然個人差が

考え られ る が
， 成因は 子宮内異物排 出作用 と し て

の 子 宮筋収縮に よる もの として 理解出来る （水野

ら （1966 ）， 森ら （1968））．私共は挿入直後急激な

下腹痛の た め に 遂に使用を断念 した 数例を経験し

て い る．従来疼痛は 軽度の 下腹痛及び腰痛を主 と

し ， 通常挿入後 1 ヵ 月前後 に 多 い と い わ れて い

る （太 田 ， 橋本　（1954），石浜　（1954）， 吉田 ら

（1957），広川）．し か し私共の 結果で は 3 カ月以内

に最 も多発 ， 以後次第に 減少し
，

1年を過 ぎる と

か な り減少す る傾 向がみ られた が
，

こ れが不正出

血 の 傾向と平行し て い る 点 よ り ， 出血 との 関連性

が多い もの と考え られる ．

　 月経異常 として の 過多月経 ， 過長月経に っ い て

は ， 橋本 ら，田中 ら， 石浜，吉田等に よ る 多数の

報告を み るが
， 大体 6 カ 月以内，特に 3 カ月以内

に 多い とされ ， 吉田 は 1．3％ と低率で あるが ， 最

近藤生 ら （1964） は ， 31．5％o と高率に 起 る こ とを

報 じて い る，私共 の例で は 挿入後初回月経の み ，

経血 量 の 増加は Loop．　 B が 17 ．2％ と多 く， 期間

延長 は リ ン グが17．3％ と多い が ，それ以後は大体

Loop．　 B が 多 く ， 全体に 3 カ 月以後は 急減し て い

る が
， 器具 の 形態に よ る差 と考え られ興味深 い ．

た だ之等は 使用婦入 の 主 訴を問題 とす る限 り個人

的 な感じ方に 左右され る もの が 多い と認識され る

べ きで あろ う．以上 の 副作用に 関する訴えは ，器

具使用の 中止を考慮する必要 の な い 軽度の も の で

あっ た が
， それに 対し妊娠 ， 自然脱出転移 ， 傷害

に よ る除去 の 三 点は
， 器具の 使用が中断され る為

に副作用 と云 うよ りは 器具の 成功率 （有効率） の

要因 となる．

　 妊娠率 は 私共 の 結果は
，
Tietze ら （1967）の

もの とほぼ 同様 で あ るが
， そ の 他の報告 で は 石

浜 （1959） の 1．3％ よ り橋本 （1952） の 13 ．7％ま

で ， か な りの 差 がみ られ る．Davis ら （1970 ）は

Loop
，
　 coi1

，
　 Bow の 3種で ， そ れぞれ表面積を計

測 し
， そ の 大 きい もの程妊娠率の 小 さ い 事を示 し

て い る が
，
Tietze （1965　b ） の 結果に も同様 の 傾
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向が見 られ ，こ の こ とは 同時に IUD の 作用機序

を解明す る為に も興味あ る事実と思わ れ る．

　 脱 出率に 関 し て は
， 器 具 の 形 態 と共に

， 使用者

自身の 子宮腔特 に頚管の 状態及び生活態度が関係

する とい え る．石浜 （1966 ）の 太田 リ ン グ で の 0

％ よ り Haire （1931）の 銀 リ ソ グ で の 20 ．0％ ま で

そ の 差は 大で あ る．私共 の 比較で Loop ・B が 明 ら

か に 高率を示 し
， さ らに Loop ．　B の 20才台が

，
12

カ 月脱出率22 ．9 と高率を示す こ とは
， 子宮の 状態

や生活態度の 関与を示 す も の と し て興味ある事実

で あ る．Margulies （1964） は
， 習慣性脱出例 の

存在を報告 し て い る が ，脱出例に対 して は慎重に

器具 の種類及 び適用 の 可 否を考慮すべ きで あ る．

　 障害に よ る抜去に 関 して も管理者 の 見解に よ る

差 が多い が
， そ の 率に は 村上 （1966 ） の ポ リエ チ

レ ソ リ ン グ O．7％ よ り橋本 ら （1954）の 金属 リ ソ

グ16 ．3％ まで の 差があ る．こ れ は 単に率 の 大小の

聞題で な く ， 専門医 がそ の 限界を如何に 適切に 処

置す るか に よ っ て異 な る もの で あ ろ う．私は 以一E
の観点か ら現在 の 器具 と して 避 けられ な い 妊娠率

を考慮す るな らば ，有効率は リ ン グ9L4 〜96．5
，

Loop．　 B　87 ．1〜96．4 ，　 Loop．　 C　89．7〜95．4 （い つ

れ も挿入 100に対 して ） と考える．

　 IUD の 継続使用に 閨 して
， 今 日なお 1 年あ る

い は 2年 ， 3 年で 交換すべ ぎで ある な ど色 々 の 見

解が あっ て一致 して い な い が，私共 の 副作用発生

の 状態 ， 障害に よ る除去 ，内膜所見そ の 他 よ りみ

れ ぽ ，材質 の 破損が なく，医学的所見 に 異常を認

め な い 限 り ，

一
定期間で の 交換は 必要な く ， 使用

者 の 要求期間 に 応 じて よ い と考え る．

　計画的妊娠 の た め の
一

時的避妊法 として
，

IU

D が有効で ある た め に は ，除去後の 妊娠が正 常で

ある事 が大切で ある． BBT や ホ ル モ ン 定量値に

異常を認め ず ， 子宮内膜所見 も異常な い こ とか ら

妊娠 の 可 能性は可逆 的で あ る と考え て もよい と思

わ れ る．石浜 （1966 ）p 土居 （1957），杉森 （1967）

等は い ず れ も除去後 6 ヵ 月以内に 妊娠が可能 で あ

る こ とを述べ て い る．私共 の 観察例で は ， 6 ヵ 月

で は 79 ．4 ± 7．5に対し ，12ヵ 月で は 85．3± 7．6が

妊娠 して い る の で ， IUD を 使用 し な くと も ， あ

る率で の 続発不 妊症 が 存在す る こ とを 考慮する

と ， IUD 使用に よ る妊孕 の障害は ない もの と考

え られ る．

　 今回 の太田 ポ リエ チ レ ン リ ン グ と Lippes 　Loop

と の 比 較で は
， 出1血L傾向 の 訴 えが Loop の 方に 多

くみ られ ， また 医学的理 由に よ る 除去率は 大形

の Lo ・p・C で や や高か つ た もの の
，
　 Loop・B と リ

ン グ と は 殆ん ど同様で あ り ， 附着物の つ い て い る

LOQP に 感染が多 い よ うな こ ともなか っ た． 妊娠

率 も リ ン グ と Loop の 間で殆ん ど差 がな く ， た だ

脱 出率は リ ソ グの 方が 明 らか に 低 く， ま た Loop

の 中では大形の Loop ．　 C の方が低か つ た．以上

か ら脱出 の 少な い 点で リ ン グ が勝 り ，

一
方挿入 の

簡便な点 で Loop が勝 つ て い る と考え られ る．

　 IUD の 問題を論じる．Lで 現在尚残 されて い る

不 明点 の 最大な もの は 、作用機序で あろ う．着床

障害説 ， 受精障害説 ， 流産説な どを め ぐっ て ，太

田 （1934 ），石浜 ら （1954 ），Marcus （1964），Mastr−

oianni （1964），河合 ら （1966）， 水 野 （1968），工 藤

（1968），河 田 （1935）， 澤1奇 （1937）その 他多 くの

考察がな され て い る．私共 も今 回子宮，卵管 の 運

動変化を考 え て 実験を 行な つ た が
， 結果的に は受

精そ の もの を
，

ま た 着床を 障害す る 程 の 運動変化

を示 す事が 出来なか っ た ．更に 基礎体温測定や ホ

ル モ ン 定量 に よ つ て 卵巣機能に 対する影響 も全 く

認め られなか っ た．た だ妊娠率に 関 して の Tietze

（工956b ） の 報告で は ， 小形 の もの よ りは大形の

もの で 低率が 示 さ れ て い る こ とや
，
Davis （1970）

の 報 じ た 器具表面積 と妊娠 率 の 関係で ，SmolI

bow は 表面積 390mm2 で 妊娠率が 16 ．1％ ， 之に

対 し Large　C   ilは 1200mm2 で 2 ．2％ と有意的に

差が ある こ とは ， 作用機序 に 関 しある示唆を与

え る も の で ，子宮腔 内に 占め る IUD の ひ ろが り

と ， 子宮内膜に 卵が着床し得 る最小面積 との 関係

を解明する 必 要が あ ると考え る．

　ま た最近 の 研究で ， IUD の表面に Macrophage

が集 ま り易 く，こ れ が妊卵や 精子を 障害す る環境

を作 り得 る こ とが 明らか に され た こ とや ， IUD

に 含ま せ た銅が ，妊孕力を低め る効果を 持 っ こ と

が認め られ た こ とな どを併せ 考 える と
，

IUD は
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主 として子宮中で作用す るもの で ，精子や妊卵に

化学的ある い は 生物学的に 有害な環境を作るか
，

妊卵が子宮壁 に 着床する課程を障害する こ とに よ

つ て 避妊効果を発揮する よ うに思わ れ る．

　稿 を 終 る に 臨み ，御懇篤 な る御 指 導 と 御 校閲を 戴 い た

恩 師松 本 清一教 授 に 深 甚 な る 感 謝 の 意 を 表 す る と共 に
，

終始 直 接 御 指 導 を 戴 い た 伊 藤昭 夫講 師並 び に 多大 の 御

協力 を戴 い た 教 室 員各位 に 深 く 感 謝致 し ま す．尚記 録 の

集計 に あ た り御 尽 力 下 され た 前橋，高崎，渋川 開 業の 産

婦入科諸 先生 方及 び 教室関速病 院 諸 先生方 に 衷 心 よ り

謝 意 を 表 し ま す ．
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